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図 3.4 乾燥状態の各試料の HC 値のスプレー時間による変化(13) 
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(a) DC 印加電圧の大きさによる影響 
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(b) 測定温度の違いの影響 

 

図 3.5 直流 DDT における最大水滴長の変化(13) 
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図 3.7 試料 C の接触角の表面粗化周波数による変化(13) 

 
 

図 4.1 国内参加機関による撥水性転移特性の試験結果(5) 
 

 

 

 
図 5.3 エロ－ジョン量の規格値 k の充填剤添加量依存性 

(◆ Silica 7 nm in filler size(3), ■ Alumina 45 nm(12),  
▲ Silica 20 nm(13), ● Silica 12 nm(7), (8).) 
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図 5.4 撥水性の転移特性（HCEP と CEP の比較）(14) 
 

 

 

磁器（親水性）         ポリマー（撥水性） 

図 6.3 濡れたがいしの表面(1) 
 

 

 
 

図 6.5 コロナ放電の発生状況(1) 

 
 

 
火花放電 局部アーク放電 

図 6.6 火花放電・局部アーク放電の発生状況(1) 

 

 

図 7.2 コロナ放電による撥水性喪失(7) 

 

 

 

 

 
図 7.3 シリコーンゴムのエロージョン劣化に対する

電解液種類依存性（電解液滴下法）(10) 

 

 

 

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000

累積電気量（Ｃ）

体
積

減
耗

量
（

ｃ
ｍ

３
）

0[wt%]

50[wt%]

100[wt%]

150[wt%]

Al2O3・3H2O wt%

 

図 7.4 シリコーンゴムのエロージョン劣化に対する充填材配合組

成依存性（電解液滴下法）(11) 
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